
人間に豊かな恵みをもたらし、生物多様性の観点からも
重要な役割を担っているサンゴ礁ですが、地球温暖化、海
洋汚染、開発、自然災害などを原因として消失が進んでい
ます。

当社は、サンゴ礁の保全と持続可能な地域づくりのため、
平成20年から「サンゴ礁保全プロジェクト」を実施し、ＮＧＯ
活動を支援しています。

石垣島 しらほサンゴ村
石垣島の白保の海には、世界最大級といわれる貴重なアオ

サンゴ群落が残されています。 
当社は、地元白保の人たちとともにサンゴ礁環境の保全と

持続的な地域づくりに取り組む公益財団法人世界自然保護
基金ジャパン（ＷＷＦジャパン）の活動を支援しています。ＷＷＦ
ジャパンは、白保住民を主体とするサンゴ礁の調査や保全
活動、環境学習、自然体験型観光の振興や地域特産物の開発
の支援に取り組んでいます。

ⒸWWFジャパン

スミセイ環境方針

住友生命は地球環境の維持・保全が我々が目指す「豊かで明るい長寿社会の実現」に必要不可欠で
あると考えています。
当社事業の公共性や社会への責任を踏まえ「健康な暮らしを支えるため、事業活動において常に地球
環境への影響に配慮し、その保護に積極的に取り組む」ことをCSR経営方針に定め、日々の活動において
以下の方針に従い、着実かつ持続可能な地球環境保護活動へ取り組みます。

1.地球環境保護の大切さ、および事業活動の環境への負荷を十分に認識し、事業活動を通じた地球環境保護を推進します。
2.オフィスの省エネルギー・省資源、廃棄物のリサイクル、ならびに消耗品・什器・備品等のグリーン購入を推進します。
3.役職員一人ひとりの環境啓発に努め、その地球環境保護活動を支援するとともに、環境面での社会貢献に積極的に取り

組みます。

サンゴ礁保全プロジェクト

地球上のあらゆるものは、豊かな地球を存立基盤として
成り立っています。当社は、未来に向けた持続可能な社会づ
くりのために、スミセイ環境方針のもと、事業活動における

省エネ・省資源への取組みを行うとともに、環境保護プロ
ジェクトの実施などを含めた幅広い環境保護活動を展開し
ています。

環境保護活動の考え方

健康な暮らしを支えるため、事業活動において常に地球環境への影響を配慮し、
その保護に積極的に取り組みます。

24時間テレビ“愛は地球を救う”協賛
平成18年度から24時間テレビ“愛は地球を救う”に協賛し、全国で募金活動を実施して

います。当社独自の取組みとして使用済み切手の回収用ボックスを作成し、当社内のみな
らず各企業さまにもご協力をいただき、回収活動を実施しています。放送当日にはテレ
ビ局のメイン会場や街頭にブースを設置し、全国各支社・本社および関連会社職員が募
金活動を行っています。平成28年度は皆さまのご協力のもと10,020,815円（うち使用済
み切手回収による換金額356,400円）の募金を集めることができ、福祉・環境・災害復
興に役立てられています。

平成２8年　広島設置ブース
全国縦断チャリティコンサート

全国各地へ国内外の一流アーティストによるクラシック音楽をお届けしようと昭和６１年
にスタートし、平成29年度で31回目を迎えました。開始以来通算1,036回の公演が行われ
128万名以上の方々にご来場いただいています（平成29年3月末現在）。

これまでに会場でご協力いただいたチャリティ募金は3億円を超え、各地の福祉事業な
どへの寄付や、タイやベトナムの学校校舎の建設、東日本大震災・熊本地震の被災地への
義援金・支援金に使わせていただきました。

財団の紹介

その他の活動

住友生命福祉文化財団、住友生命健康財団の二財団に
て「社会福祉」「健康増進」などの分野の社会的課題に取り
組んでいます。また当社が設立メンバーである住友財団で

は、基礎科学、環境、芸術・文化、国際交流等の各分野で、研
究や事業に対して助成を行っています。

一般財団法人　住友生命福祉文化財団

公益財団法人　住友財団

公益財団法人　住友生命健康財団
住友生命福祉文化財団

は、昭和35年から、社会の福
祉および文化の振興に貢献
すべく、予防医学振興事業、
福祉事業、音楽文化振興事業

（いずみホール）と多岐にわた
る事業を展開しています。

住友生命健康財団は、昭和
60年から、人々の生涯にわたる
心身の健康に関する啓発活動を
行い、あわせて地域の健康増進
に貢献すべく、スミセイライフ
フォーラム「生きる」をはじめとし
た、各種取組みを行っています。いずみホール（撮影：樋川智昭） スミセイライフフォーラム「生きる」

「住友財団」は、住友グループの礎である別子銅山開坑300年
を記念して、平成3年9月に住友グループ20社で設立した多目的
の財団で、当社も設立メンバーの1社です。

財団の基金（225億円）の運用益を財源として、「基礎科学研究
助成」「環境研究助成」「文化財維持・修復事業助成」「海外の文
化財維持・修復事業助成」「アジア諸国における日本関連研究
助成」などの助成を行っています。

平成２8年度文化財
維持・修復事業助成 
助成対象
大日本沿海輿地全
図中図（伊能中図）
東京大学所蔵

平成28年度は、東日本大震
災被災者復興支援活動に対す
る助成、被災した文化財の修
理事業助成等も含め、280件、
4億2,900万円余の助成を行
いました。
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事業活動を通じた取組み
全社的に省エネ・省資源への取組みを行っています。具体

的には、当社事業活動において環境負荷の大きい紙使用量
の削減および電気使用量の削減について、各所属が主体と
なって積極的に取り組んでいます。

また、従来は紙冊子であった保険約款をCD-ROM化する
ことにより、大幅な紙使用量削減につながっています。

印刷物への環境配慮
お客さま向けカレンダーや商品パンフレット、社内向け教材

等様々な印刷物に、再生紙・植物油インキを使用するなど、
環境にやさしい取組みを行っています。

当社独自の環境シンボルマークを制
定し、環境に配慮した印刷物に記載する
等、職員の環境意識を高めながら、全社
的な取組みを行っています。 

環境パフォーマンスデータ 東京本社 大阪本社 情報通信センター

● 電気（千Kwh）

※ＣＡＳＢＥＥ･･･建築物を環境性能で評価し格付けする手法

中之島セントラルタワー
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● CO2（t-co2）

※電気・ガス・重油使用量から算出
※東京都環境確保条例、大阪府環境条例に基づく
※平成28年度CO2排出量の前年比増加の原因

には、CO2排出係数（＊）の改定によるものが含
まれます。

（＊）CO2排出係数とは、電気事業者が算出する電気使
　用量1kwhあたりのCO2排出量です。

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

2,306

11,819

2,356

7,157

1,850
10,553

2,243

6,460

10,042
1,845

2,125

6,072

9,314
1,875

2,119

5,320

8,549

4,802

1,975

1,772

4,694

1,630
1,773
8,097

省エネ・省資源への取組み

● ガス（Kｍ3）
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※PPC用紙購入量から算出

● 紙（t）
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環境に配慮した不動産運用
当社が全国に所有する約100棟のテナントビルについ

ては、省エネ型設備の導入や冷暖房設備のきめ細やかな温
度設定などを通じて省エネ推進に取り組んでいます。

改修工事にあたっては、環境と品質の両面から検討を
行い、温室効果ガス削減に重点を置くとともに、運用管理面
においても一層の効率化や入居テナントとの協力関係を
構築しています。

本社ビル等についても、省エネルギーかつ高効率な機器
への設備更新を計画的に進めています。東京本社ビル

（興和住生築地ビル）では、建築環境・省エネルギー機構の
「CASBEE※不動産評価認証制度」で最高評価であるSランク
認証を取得し、また、近年の電力の
有効活用・省エネルギーの推進等へ
の取組みに顕著な功績のあった事
業場として、関東地区電気使用合理
化委員会（一般社団法人日本電気
協会関東支部）による「電気使用合
理化に関する表彰」において、平成24年
度以降、3年連続「最優秀賞」を受賞
しております。
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